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中
華
経
典
古
籍
庫
は
、
中
華
書
局
を
中
心
と
し
た
古
典
の
排
印
本

を
電
子
化
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
本
製
品
は
以
前
、W

indow
s	

Server

対
応
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
版
が
発
売
さ
れ
て
い
た
が
、
自
前
で
サ

ー
バ
ー
を
準
備
・
管
理
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
導
入
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
で
は
中
国
の
サ
ー
バ
ー

に
繫
ぐ
リ
モ
ー
ト
サ
ー
バ
ー
版
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
お
金
さ
え
用
意

で
き
れ
ば
（
！
）
導
入
は
簡
単
に
な
っ
て
い
る
。
筆
者
の
勤
務
先
で
は
、

二
〇
一
七
年
よ
り
東
方
書
店
を
介
し
て
こ
の
リ
モ
ー
ト
サ
ー
バ
ー
版
の

契
約
を
行
い
、
現
在
第
一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
版
し
か
発
売
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
二
〇
一
四
年
の
段
階
で
、
す
で
に
千
田
大
介
氏
が
詳
細

な
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
（『
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
』
第
十
五

号
、
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
編
、
好
文
出
版
、
一
一
〇
頁
～
一
一
三
頁
、

二
〇
一
四
年
一
〇
月
、http://jaet.sakura.ne.jp/?plugin=attach&

refer=%
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）。
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）	

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
中
華
書
局
（
お
よ
び
そ
の
他
幾
つ
か
の
出

版
社
）
の
排
印
本
と
い
う
、
信
頼
の
置
け
る
テ
キ
ス
ト
が
元
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
例
え
ば
「
中
国
基
本
古
籍
庫
」
な
ど
よ
り

も
信
頼
性
が
高
い
。

　
（
二
）	
電
子
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
元
に
な
っ
た
排
印
本
の
版
面
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
三
）	

中
華
書
局
の
排
印
本
で
は
一
般
に
固
有
名
詞
に
傍
線
を
、
書
名

「
中
華
経
典
古
籍
庫
」
利
用
体
験
記

　　

山
下　

一
夫
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別
に
独
立
し
た
一
件
と
し
て
数
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

第
一
期
か
ら
第
五
期
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ッ
ト
は
、
あ
る
程
度
の

ま
と
ま
り
が
あ
る
。と
言
っ
て
も
、例
え
ば
第
何
期
が
四
部
分
類
の
何
部
、

と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
内
部
で
四
部
分
類
の
構

成
を
持
っ
て
い
る
。
今
、
各
期
に
収
録
さ
れ
て
い
る
図
書
が
含
ま
れ
る

叢
書
名
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

第
一
期
に
は
二
十
五
史
と
新
編
諸
子
集
成
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
叢
書
名
と
し
て
は
挙
が
ら
な
い
が
、
全
唐
詩
と
全
宋
詞
も
こ
こ
に

収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
第
一
期
は
割
に
基
本
的
な
典
籍
が
集
ま
っ
て

い
る
と
言
え
る
。

　

	

中
国
思
想
史
資
料
叢
刊
、
十
三
経
清
人
注
疏
、
易
学
典
籍
叢
刊
、
理

学
叢
書
、
韻
学
叢
書
、
中
国
史
学
基
本
典
籍
叢
刊
、二
十
五
史
、
編
年
、

紀
事
本
末
、
中
国
古
代
地
理
総
志
叢
刊
、
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、
元

明
史
料
筆
記
叢
刊
、
清
代
史
料
筆
記
叢
刊
、
学
術
筆
記
叢
刊
、
新
編

諸
子
集
成
、
古
体
小
説
叢
刊
、
中
国
仏
教
典
籍
選
刊
、
康
有
為
学
術

著
作
選
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
中
国
歴
史
文
集
叢
刊
、
中
国

文
学
研
究
典
籍
叢
刊

　

第
二
期
は
一
三
六
件
と
、
最
も
分
量
が
少
な
い
。
史
料
筆
記
叢
刊
の

シ
リ
ー
ズ
は
各
期
に
分
散
し
て
収
録
さ
れ
て
は
い
る
が
、
半
数
以
上
が

こ
こ
に
集
中
し
て
い
る
。

　

	

易
学
典
籍
叢
刊
、
理
学
叢
書
、
中
国
史
学
基
本
典
籍
叢
刊
、
唐
宋
史

に
波
線
を
付
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
デ
ー
タ
に
反
映
さ
れ
て
い

る
た
め
、
固
有
名
詞
や
書
名
な
ど
に
限
定
し
た
検
索
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
（
四
）	「
引
用
」
機
能
を
用
い
る
と
、
テ
キ
ス
ト
の
電
子
デ
ー
タ
だ
け

で
な
く
、
引
用
箇
所
が
書
誌
情
報
付
き
で
ペ
ー
ス
ト
さ
れ
る
。

こ
れ
は
論
文
の
執
筆
等
に
際
し
て
は
非
常
に
重
宝
す
る
。

　

以
上
の
内
容
は
、
多
少
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
が
変
わ
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
リ
モ
ー
ト
サ
ー
バ
ー
版
に
も
す
べ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
氏

の
レ
ポ
ー
ト
で
は
他
に
も
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
意
義
や
性
質
な
ど
に

つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
も
ら
う

と
し
て
、
以
下
本
稿
で
は
リ
モ
ー
ト
サ
ー
バ
ー
版
の
内
容
や
、
個
人
的

な
使
用
感
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

中
華
経
典
古
籍
庫
リ
モ
ー
ト
サ
ー
バ
ー
版
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
第

五
期
ま
で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
収
録
内
容
に
つ
い
て

は
、
中
華
経
典
古
籍
庫
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
第
一
期
は
二
九
四
件
、
第
二
期
は
一
三
六
件
、
第
三
期
は
四
三
八

件
、
第
四
期
は
四
〇
五
件
、
第
五
期
は
六
二
九
件
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
東
方
書
店
か
ら
も
収
録
内
容
のExcel

フ
ァ
イ
ル
が
配
布
さ
れ
て
お

り
（https://w
w
w
.toho-shoten.co.jp/export/sites/default/er07/list/

chukakeiten.zip

）、こ
ち
ら
で
は
第
二
期
が
一
三
七
件
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
こ
こ
に
含
ま
れ
る
『
周
易
函
書
』
に
収
録
さ
れ
る
『
召
対
録
』
を
、
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る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
特
に
仏
典
は
、CBET

A

（
中
華
電
子
仏
典
協
会
、

http://w
w
w
.cbeta.org/

）
に
よ
っ
て
電
子
版
が
網
羅
的
に
作
成
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
各
出
版
社
か
ら
出
さ
れ
た
排
印
本
は
独
自
の
価
値
を

持
つ
。

　

	

中
国
思
想
史
資
料
叢
刊
、
中
国
古
典
名
著
訳
注
叢
書
、
歴
代
文
史
要

籍
注
釈
選
刊
、
歴
史
文
献
与
伝
統
文
化
叢
刊
、
中
華
文
史
要
籍
叢
刊
、

清
華
古
典
文
献
研
究
叢
刊
、
斉
魯
文
化
経
典
文
庫
、
広
西
地
方
古
籍

整
理
研
究
叢
書
、
遼
海
学
術
文
庫
、
漢
語
史
与
中
国
古
典
文
献
学
研

究
叢
書
、
中
国
史
学
基
本
典
籍
叢
刊
、
二
十
四
史
研
究
資
料
叢
刊
、

二
十
四
史
校
訂
研
究
叢
刊
、
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、
清
代
史
料
筆
記

叢
刊
、
学
術
筆
記
叢
刊
、
年
譜
叢
刊
、
淄
博
市
地
情
史
料
叢
書
、
書

目
題
跋
叢
書
、
摹
廬
叢
著
、
新
編
諸
子
集
成
続
編
、
歴
代
子
家
選
刊
、

道
教
典
籍
選
刊
、
中
国
仏
教
典
籍
選
刊
、
普
陀
山
仏
学
叢
書
、
仏
典

叢
書
、
歴
代
芸
術
史
料
選
刊
、
中
国
文
学
研
究
典
籍
叢
刊
、
中
国
歴

史
文
集
叢
刊
、
古
典
文
学
研
究
資
料
彙
編
、
清
代
名
家
詞
選
刊
、
歴

代
総
集
選
刊
、
詩
賦
研
究
叢
書
、
明
清
山
左
作
家
叢
書
、
明
代
別
集

叢
刊
、
清
代
別
集
叢
刊
、
西
北
師
大
古
籍
整
理
研
究
所
隴
右
文
献
叢

書
、
朱
子
全
書
外
編
、
孫
詒
譲
全
集
、
余
嘉
錫
著
作
集
、
王
叔
岷
著

作
集
、
郝
懿
行
集
、
岑
仲
勉
著
作
集
、
王
士
禛
全
集
、
唐
長
孺
文
集
、

陳
眉
公
著
作
集
、
蕅
益
大
師
全
集
、
朱
有
燉
集
、
顔
光
猷
詩
文
箋
注

　

第
五
期
は
中
華
書
局
以
外
に
、
鳳
凰
出
版
社
、
遼
海
出
版
社
、
三
晋

料
筆
記
叢
刊
、
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
、
清
代
史
料
筆
記
叢
刊
、
学
術

筆
記
叢
刊
、
中
国
古
代
地
理
総
志
叢
刊
、
中
国
古
代
都
城
資
料
選
刊
、

新
編
諸
子
集
成
続
編
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
中
国
文
学
研
究

典
籍
叢
刊
、
中
国
歴
史
文
集
叢
刊
、
余
嘉
錫
著
作
集

　

第
三
期
は
道
教
典
籍
選
刊
や
中
国
古
代
都
城
資
料
選
刊
、
中
外
交
通

史
籍
叢
刊
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

	

中
国
思
想
史
資
料
叢
刊
、
十
三
経
清
人
注
疏
、
易
学
典
籍
叢
刊
、
理

学
叢
書
、
訓
詁
学
叢
書
、
語
言
文
字
研
究
資
料
、
中
国
史
学
基
本
典

籍
叢
刊
、
中
外
交
通
史
籍
叢
刊
、
中
国
古
代
地
理
総
志
叢
刊
、
中
国

古
代
都
城
資
料
選
刊
、
年
譜
叢
刊
、
新
編
諸
子
集
成
続
編
、
唐
宋
史

料
筆
記
叢
刊
、
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
、
清
代
史
料
筆
記
叢
刊
、
学
術

筆
記
叢
刊
、古
体
小
説
叢
刊
、道
教
典
籍
選
刊
、中
国
仏
教
典
籍
選
刊
、

中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
中
国
文
学
研
究
典
籍
叢
刊
、
中
国
歴
史

文
集
叢
刊
、
詩
文
別
集
、
孫
詒
譲
全
集
、
王
夫
之
著
作
、
王
応
麟
著

作
集
成
、
康
有
為
学
術
著
作
選
、
戚
継
光
研
究
叢
書

　

第
四
期
は
中
華
書
局
以
外
に
も
、
巴
蜀
書
社
、
斉
魯
書
社
、
華
東
師

範
大
学
出
版
社
、
遼
海
出
版
社
、
天
津
古
籍
出
版
社
、
鳳
凰
出
版
社
の

排
印
本
が
加
わ
っ
て
い
る
。
収
録
叢
書
の
数
が
増
え
て
い
る
の
は
、
そ

れ
は
様
々
な
出
版
社
で
出
し
て
い
る
、
あ
ま
り
冊
数
の
多
く
な
い
シ
リ

ー
ズ
も
入
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
仏
僧
や
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
著
作
な

ど
、
伝
統
的
な
士
大
夫
文
学
の
枠
か
ら
や
や
外
れ
た
典
籍
も
入
っ
て
い
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出
版
社
の
排
印
本
も
加
わ
っ
て
い
る
。
各
期
の
中
で
最
も
件
数
が
多
い

上
に
、
冊
数
の
少
な
い
シ
リ
ー
ズ
が
第
四
期
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
収
録

さ
れ
て
い
る
た
め
、
含
ま
れ
る
叢
書
数
は
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
注

目
す
べ
き
は
、
戯
曲
や
考
古
学
な
ど
、
伝
統
的
な
士
大
夫
文
学
の
中
心

か
ら
は
や
や
外
れ
る
文
献
が
第
四
期
以
上
に
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
ま
だ
、『
三
国
志
演
義
』、『
水
滸
伝
』、『
西
遊
記
』
と

い
っ
た
白
話
小
説
の
類
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
分

野
が
人
民
文
学
出
版
社
や
上
海
古
籍
出
版
社
な
ど
の
「
テ
リ
ト
リ
ー
」

で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

	

中
国
思
想
史
資
料
叢
刊
、
十
三
経
清
人
注
疏
、
易
学
典
籍
選
刊
、
理

学
叢
書
、
理
学
淵
源
考
弁
叢
刊
、
訓
詁
学
叢
書
、
中
国
史
学
基
本
典

籍
叢
刊
、
歴
史
文
献
与
伝
統
文
化
叢
刊
、
北
京
大
学
中
国
古
代
史

研
究
中
心
叢
刊
、
北
大
民
族
史
文
庫
丙
種
一
号
、
歴
史
研
究
資
料
、

二
十
四
史
研
究
資
料
叢
刊
、
国
家
清
史
編
纂
委
員
会
・
文
献
叢
刊
、

歴
代
紀
事
本
末
、
中
国
古
代
都
城
資
料
選
刊
、
考
古
学
専
刊
丙
種
第

四
号
、
思
勉
人
文
学
術
・
中
国
江
南
研
究
系
列
、
山
西
文
華
・
著
述
編
、

三
晋
石
刻
大
全
、
晋
城
歴
史
名
人
文
存
、
山
西
大
学
建
校
一
〇
〇
週

年
学
術
文
庫
、
越
地
文
献
叢
刊
、
萍
郷
学
院
文
廷
式
研
究
所
叢
刊
、

福
建
旧
方
志
叢
書
、
嘉
峪
関
市
旅
游
文
化
建
設
叢
書
、
中
外
関
係
史

名
著
訳
叢
、
中
国
和
欧
洲
文
化
交
流
史
文
献
叢
刊
、
明
清
之
際
西
方

伝
教
士
漢
籍
叢
刊
、
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、
清
代
史
料
筆
記
叢
刊
、

敦
煌
文
献
合
集
、年
譜
叢
刊
、新
編
諸
子
集
成
続
編
、古
体
小
説
叢
刊
、

道
教
典
籍
選
刊
、
中
国
仏
教
典
籍
選
刊
、
国
学
入
門
叢
書
、
中
国
文

学
研
究
典
籍
叢
刊
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
国
家
社
科
基
金
後

期
資
助
項
目
、
古
典
文
学
研
究
資
料
彙
編
、
古
典
文
献
新
視
野
叢
書
、

中
国
古
典
名
著
訳
注
叢
書
、
人
文
介
休
系
列
叢
書
、
文
学
研
究
資
料
、

歴
代
文
挙
要
、
書
目
題
跋
叢
書
、
日
本
宋
代
文
学
研
究
叢
刊
、
武
威

歴
代
詩
詞
叢
書
、黄
節
詩
学
選
刊
、孫
詒
譲
全
集
、王
応
麟
著
作
集
成
、

徐
仁
甫
著
作
集
、
王
叔
岷
著
作
集
、
焦
循
著
作
集
、
朱
季
海
著
作
集
、

戚
継
光
研
究
叢
書
、
黄
侃
文
集
、
嘉
定
銭
大
昕
全
集
（
增
訂
本
）、
王

仲
犖
著
作
集
、
金
聖
歎
全
集
（
修
訂
版
）、
銭
南
揚
文
集

　

全
体
を
通
し
て
み
る
と
、史
料
筆
記
叢
刊
、中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、

中
国
仏
教
典
籍
選
刊
な
ど
、
各
期
に
跨
が
っ
て
い
る
叢
書
が
少
な
く
な

い
こ
と
が
解
る
。
た
だ
、
実
際
に
使
用
す
る
場
合
に
は
各
期
ご
と
で
は

な
く
、
全
体
か
ら
検
索
を
行
う
の
で
、
同
一
の
シ
リ
ー
ズ
が
別
の
セ
ッ

ト
の
中
に
あ
っ
て
も
特
に
不
都
合
は
な
い
（
も
ち
ろ
ん
全
期
を
買
っ
て
い
れ

ば
、
で
あ
る
が
）。

　

第
一
期
か
ら
第
五
期
を
全
部
合
わ
せ
る
と
、
経
部
二
一
三
件
、
史
部

五
五
九
件
、
子
部
五
七
八
件
、
集
部
五
五
一
件
、
叢
書
部
一
件
と
な
る
。

ち
な
み
に
叢
書
部
で
唯
一
入
っ
て
い
る
の
は
、『
四
庫
輯
本
別
集
拾
遺
』

で
あ
る
。

　

中
華
経
典
古
籍
庫
は
、
重
要
な
古
典
を
網
羅
す
る
こ
と
を
志
向
し
た
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中
国
基
本
古
籍
庫
や
中
央
研
究
院
の
漢
籍
電
子
文
献
と
は
性
質
を
異
に

す
る
た
め
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
『
十
三
経
注
疏
』
な

ど
、
中
華
書
局
（
お
よ
び
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
参
加
し
て
い
る
出
版
社
）
で

排
印
本
が
出
て
い
な
い
書
籍
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は

逆
に
言
え
ば
、
例
え
ば
部
数
が
少
な
か
っ
た
り
、
出
版
さ
れ
て
か
ら
時

間
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
た
め
に
、
入
手
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

排
印
本
も
多
数
収
録
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
点

で
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
収
録
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
「
電
子
出
版
」
と

し
て
の
側
面
が
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
古
典
籍
の
電
子
デ
ー
タ
は
、

合
法
・
違
法
を
問
わ
ず
ネ
ッ
ト
上
に
た
く
さ
ん
「
転
が
っ
て
」
は
い
て
も
、

「
電
子
出
版
」
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

　

例
え
ば
二
十
五
史
な
ど
は
、
同
じ
く
中
華
書
局
排
印
本
に
準
拠
し
た

中
央
研
究
院
の
漢
籍
電
子
文
献
が
す
で
に
存
在
す
る
の
で
、
本
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
使
う
必
要
は
な
い
、
と
思
う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
中
華

経
典
古
籍
庫
は
、
固
有
名
詞
に
は
傍
線
、
書
名
に
は
波
線
が
引
か
れ
た

排
印
本
と
同
じ
状
態
で
閲
覧
で
き
る
し
、
前
述
の
と
お
り
便
利
な
機
能

が
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
検
索
結
果
が
表
組
み
で
一
度
に
一
〇
件
ず
つ
し
か
表
示
さ
れ

な
い
た
め
コ
ピ
ー
が
煩
雑
に
な
る
と
い
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
版
に
見
ら

れ
た
欠
点
は
、
こ
の
リ
モ
ー
ト
サ
ー
バ
ー
版
で
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
コ
ピ
ー
を
す
る
際
に
、
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
単
純
に
範
囲
を
指
定

し
て
コ
ピ
ー
す
る
の
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
「
複
製
」
を
経
由
し
な
い

と
文
字
化
け
し
て
し
ま
う
し
、
ま
た
固
有
名
詞
の
傍
線
や
書
名
の
波
線

が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
う
し
た
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
情
報
は
「
複
製
」

に
よ
っ
て
も
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
華
経
典
古
籍
庫
は
、

中
国
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
現
段
階
に
お
け
る
「
優
等
生
」
で
は
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、「
こ
れ
で
完
成
」
と
い
う
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
。
今
後
、
第
六
期
以
降
が
追
加
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
そ
も
そ

も
全
く
別
の
、
よ
り
有
用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
登
場
す
る
こ
と
も
充
分

考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
の
勤
務
先
は
、
人
文
系
の
予
算
が
決
し
て
潤
沢
に
使
え
る
わ
け

で
は
な
い
。そ
し
て
そ
れ
は
、日
本
の
多
く
の
学
術
機
関
も
同
じ
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
中
で
、
何
と
か
中
華
経
典
古
籍
庫
を
購
入
は
し
た
が
、
こ
の

先
ま
だ
ま
だ
新
し
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
出
る
か
と
思
う
と
、
今
後
ど
う

や
っ
て
お
金
を
工
面
し
た
も
の
か
と
、
ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
る
。

（
や
ま
し
た
・
か
ず
お　

慶
應
義
塾
大
学
）


